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●このたびは、スマホルダをお買い上げいただきまして、ま
ことにありがとうございます。

●本製品を快適・安全にお使いいただくために、ご使用の前
に必ずこの説明書をよく読んで、正しくお使いください。

●巻末の保証期間および、保証内容等をよくお読みください。
●お読みになった後は、いつでも使える場所に大切に保管し
てください。万一紛失されたときは、販売店または、エル
ゴジャパンまでご連絡ください。

ス マ ホ ル ダ



2安全上のご注意

安全上のご注意
■ 設置の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく設置、使用してください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。

■ お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し、説明します。

本製品に寄りかかったり、
ぶらさがったりしないで
ください。
怪我や破損の原因になり
ます。

警告

禁止

本製品を叩いたり、強く
引っ張る等の衝撃を与え
ないでください。
怪我や破損の原因になり
ます。

禁止

警告

注意

この図記号は、製品の取り扱いにおいて、
その行為を「禁止」するものです。

この図記号は、製品の取り扱いにおいて、
指示に基づく行為を「強制」するものです。

重量300g以上の端末を
使用しないでください。
スマートフォンの落下や破損
の恐れがあります。

注意

禁止

遊技台開閉の際、ホルダ部は
必ずたたんで収納してください。
破損や遊技台に傷が付く原因にな
ります。

iPad、iPad mini、タブレット等、適合サイズ以外
の端末はセットできません。
スマートフォンの落下や破損の恐れがあります。

可動部のすき間に指を
はさまないように注意
してください。
怪我の原因になります。

強制

ライターやタバコの火などを
押し付けないでください。
変形や火災の原因になります。

本製品の取り付けは、必ず付属の
ネジを使用してください。
付属のネジ以外を使用すると、取り
付けが出来ない恐れがあります。

スマートフォンをホルダから取り外してから収納
してください。
スマートフォンの落下、破損の恐れがあります。

禁止

禁止

禁止

清掃は定期的に行ってください。
水で薄めた中性洗剤を使用し、固くしぼった柔らかい布
で汚れを拭き取ってください。アルコールや薬品等は破
損や色落ちの原因になります。

ネジを水平または垂直にとめてください。
ネジを斜めにとめると破損の原因になります。

強制

強制

滑り止めが取れた状態で使用しないでください。
スマートフォンの落下、破損の恐れがあります。

強制

強制

強制

300g
以上
300g
以上



3 各部の名称と製品仕様

各部の名称と製品仕様

各部の名称

■ 各部の名称をご理解いただき、この取扱説明書をお読みください。

滑り止め
（左右）

クリップ
（左右）

支えツメ

ナット
ナット

解除ボタン
（左右）

滑り止め
（左右）

左クリップ

右クリップ
（可動側）

標準タイプ コンパクトタイプ

【ホルダ】

ホルダ

フレキシブルアーム

第2アーム

ベース

第1アーム

POPベース（オプション）



使用環境

上下スイング角度：90°

右スイング角度：75°
（フレキシブルアーム）

右スイング角度：90°
（第2アーム）

左側は安全のためロックが強くなっています。

商品名

外形寸法
（ホルダ標準タイプ付）

可動範囲
（アーム）

90°

90°

75°

使用時：幅115mm×奥行き430mm×高さ362mm

収納時：幅 93mm×奥行き 130mm×高さ462mm

スマホルダ

材質 ポリカーボネート、ポリアミド

重量制限 300g 以下

温度：0～45℃　湿度：70%以下（結露なきこと）　屋内専用

製品仕様

■ 製品の仕様は、予告なく変更する場合があります。

4各部の名称と製品仕様

各部の名称と製品仕様

第2アーム

フレキシブルアーム



5 取付施工方法

取付施工方法

POPベースの取り付け（エルゴジャパン製POPケース※）1
1

■ 直接間柱に取り付ける場合は、「2. スマホルダ本体の取り付け」の項目からお読みください。

POP 用穴の上面にスマホルダ用 POP
ベース（以下 POP ベース）の上面を添わ
せて、カチッと音がするまではめ込み、下
に止まるまでスライドさせます。

2 POP ベース上部の穴と板金のネジ穴が重
なっていることを確認して付属のネジ
（M3×8）で固定します。

注意

固定の際、パネルを大きく変形させないよう注意
してください。
パネルが割れるなどして、怪我や破損の原因になります。

付属のネジ以外は使用しないでください。
固定が不十分になり、怪我や破損の原因になります。

インパクト（電動ドリル等）で固定するときは、
勢いよく締め過ぎないでください。
（推奨締め付けトルク：1.5N・m以下）
破損の原因になります。

強制

禁止

※POPケースは以下の製品が対象となります。
・パーソナルボードマルチ3
・パーソナルボードマルチ2

M3×8ネジ
締付トルク：0.7N・m

2ヶ所のツメ

この面を
合わせる

ネジ穴

POPベース

1



6

2 スマホルダ本体の取り付け
1 スマホルダ本体のアームを持って開きます。

2 間柱の任意の位置またはスマホルダ用POPベースのくぼみに合わせ、ベースの上部と下部の
穴から付属のネジで固定します。

注意

付属のネジ以外は使用しないでください。
固定が不十分になり、怪我や破損の原因になります。

インパクト（電動ドリル等）で固定するときは、勢いよく締め過ぎないでください。
（推奨締め付けトルク：1.5N・m以下）破損の原因になります。

強制

取付施工方法

取付施工方法

※対応板厚：ｔ1.0～1.6
締付トルク：1.9N・m

※事前にネジの抜け、ぐらつきな
いことを確認してください。
締付トルク：1.9N・m

※くぼみに合わせ、ご希望の高さ
に固定してください。
締付トルク：1.6N・m

板金への固定 合板への固定 POPベースへの固定

くぼみ
（6ヶ所）

φ3.5×13
ドリルネジ
（3本使用）

φ4×14
Aタイプネジ
（3本使用）

φ4×12
Pタイプネジ
（3本使用）

1



7 取付施工方法

ホルダの取り付け

取付施工方法

3
1 ホルダ本体からナットを外します。

2 外したナットをスマホルダ本体のボール軸
に通します。

3 ホルダのネジ部をボール軸に押し込みます。

4 ナットを回してネジ部を固定します。

※ナットの向きは平らな面を手前にしてくだ
さい。

※ホルダが自重で動かないことを確認してく
ださい。

模様のある面 平らな面

ナット

ボール軸

ネジ部

4

3

1

2



8使い方

使い方

使い方
1 第2アームを持って手前に引きロックを
外します。

2 フレキシブルアームまたは第2アームを
持って見やすい角度に調節します。

3 スマートフォンを取り付けフレキシブル
アームをおさえ、ホルダの向きを調節し
ます。

注意

禁止

可動部のすき間に指を
はさまないように注意
してください。
怪我の原因になります。

1

第2アーム

第2アーム

フレキシブルアーム

2

2

3



9 使い方

使い方

しまい方
1 スマートフォンを取り外します。

2 フレキシブルアームと第2アームを第2
アームと第1アームのロックにはめます。

3 第2アームを持ちあげ、ロックがかか
るまで押し込みます。

※標準タイプ：10ページ参照
※コンパクトタイプ：11ページ参照

注意

禁止

可動部のすき間に指を
はさまないように注意
してください。
怪我の原因になります。

ロック

スマートフォン

第2アーム

第1アーム

フレキシブルアーム

3

ロック



10使い方

使い方

標準タイプ
1 位置を決めたらナットを締めて固定します。

2
3
4

左右の解除ボタンを押して、
クリップ部を開きます。
必要に応じて支えツメを引き出してください。

5 スマートフォンを取り付け、クリップ部を
左右同時に閉じて固定します。

注意

重量300g以上の端末を使用しな
いでください。
スマートフォンの落下や破損の恐れが
あります。

禁止

※ホルダが自重で動かないことを確認してく
ださい。

スマートフォンの取り外し方
● スマートフォンをおさえながら解除ボタンを押して取り外します。

注意

クリップが閉じた状態でス
マートフォンを取り外さない
でください。
破損の原因となります。

注意

解除ボタンおよびクリップ部は
左右同時に押してください。
破損の原因となります。

ナット

強制強制

クリップ部

スマートフォン

解除ボタン

クリップ部

解除ボタン

支えツメ

1

2 2

5 5

4

3 3



11 使い方

使い方

スマートフォンの取り外し方
● スマートフォンを持ちながら右側のクリップを引っ張り、取り外します。

注意

クリップが閉じた状態でス
マートフォンを取り外さない
でください。
破損の原因となります。

注意

必ずスマートフォンを持ち、右側の
クリップを引っ張ってください。
スマートフォンの落下や破損の恐
れがあります。

強制

コンパクトタイプ
1 位置を決めたらナットを締めて固定します。

2

4

右側のクリップをスマートフォンが入る広
さまで引っ張ります。

3 クリップの間にスマートフォンを入れて、
右側のクリップを戻します。

注意

重量300g以上の端末を使用しな
いでください。
スマートフォンの落下や破損の恐れが
あります。

禁止

※ホルダが自重で動かないことを確認してく
ださい。

ナット

右クリップ
（可動側）

※手を離すとバネの力で戻ります。

強制

スマートフォン

1

4

2

3



12使い方

お手入れ

注意

お手入れの際、次のものは使用しないでください。
（アルコール・シンナー・中性洗剤以外の洗剤・薬品）
破損や色落ちの原因になります。

強制

■ 快適にご使用いただくために、
定期的に清掃やネジのゆるみを
チェックしてください。

●清掃の際は水で薄めた中性洗剤を使用し、
固くしぼった柔らかい布で、汚れを拭き
取ってください。

●可動部へのゴミや異物等が入った場合、
すぐに取り除いてください。

清掃について

●定期的にホルダの滑り止めが取れていない
か確認してください。

滑り止めについて

注意

滑り止めが取れた状態で使用
しないでください。
スマートフォンの落下、破損の恐
れがあります。

強制

注意

清掃時に製品を強く押しなが
ら拭かないでください。
通常の使用と異なった荷重がか
かり、破損の可能性があります。

強制

滑り止め
（左右）

滑り止め
（左右）

滑り止めを
チェック!



■ お問い合わせの前に、以下のことをお調べください。

困ったときは？

状態

アーム回転軸の
動きが緩くなった

ホルダの固定が
できなくなった

アーム回転軸のネジが
緩んでいませんか？

ホルダを固定するナットが
緩んでいませんか？

アーム回転軸のネジを締め直してください。
（締付トルク目安：1.5N・m）

ホルダのナットを締め直してください。
（目安：300ｇのおもりで動かない程度）

チェック事項 対処方法

13 取付施工方法

ナット

アーム回転軸のネジ
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保証期間 6 ヶ月保証（本体）　　　 ※お引き渡し日より


